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　2008 年12 月10 日、（独）海洋研究開発機構は、静止衛星を利用する深海探査機の遠隔制御システム
を開発し、実証実験に成功したことを発表した。基本的な構成は、陸上の基地局・静止衛星・洋上局
である小型船舶・小型深海探査機から成り、基地局で海中映像を見ながら深海探査機を操作できる。
新システムは、人工衛星「きく 8 号」利用によって、携帯電話程度の端末でも直接通信が可能になり、
大型支援母船が不用になり、小型支援母船の利用が可能になった。新システムにより、地域・季節・
昼夜で変動する生物群に合わせた柔軟な運用時間での研究が可能になった。
トピックス 5　静止衛星を利用する深海探査機の遠隔制御システム
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　2008 年 12 月 10 日、（独）海洋研究開発機構は、
静止衛星を利用する深海探査機の遠隔制御システム
を開発し、実証実験に成功したことを発表した 1）。
陸上の基地局で、高画質の海中映像を見ながら、深
海探査機を操作することが可能となった。
　基本的なシステム構成は、陸上の基地局・静止衛
星・洋上局である小型船舶・小型深海探査機から成
る。小型深海探査機は、2004 年に開発し、1000 ｍ
まで潜行可能で、全長 1.4m、空中重量 100kg と小
型軽量なため船舶から海中への揚げ降ろしも容易で
ある。この小型深海探査機に、ハイビジョンカメラ
を搭載し、衛星遠隔制御を可能とする改良を施した。
　従来の遠隔制御型の深海探査機は母船と結ぶ電源
供給などのケーブルが太く長いため大きな巻取り装
置を装備する支援母船を用意する必要があったが、
動力源にリチウムイオン電池を内蔵し、母船との通
信用に外径 0.9 ミリメートルの光ファイバーを採用
したため大きな巻取り装置は不要となった。
　このシステムの通信に利用した人工衛星は、技術
試験衛星Ⅷ型「きく 8 号」2）である。「きく 8 号」は、
2006 年 12 月 18 日に H-ⅡA ロケット 11 号機によ
り打ち上げられた世界最大級の静止衛星で通信容量
は最大 1.5Mbps である。受信用と送信用のテニス
コート大の 2 つの大型展開アンテナが搭載されてお
り、携帯電話程度の端末からでも衛星との直接通信
が可能である。この特長を最大限に生かし、20cm
角程度に小型化したアンテナと追尾装置などの洋上
局の通信装置も開発した。
　従来の静止衛星を利用する同様のシステムでは、
衛星と通信するために、口径の大きなパラボラアン
テナと、それを衛星に固定する追尾装置を必要とす
るため、動揺の小さい大型の専用母船を必要とした
が、それらが全て不用になった。支援母船を小型化
しても、研究室からでも深海探査機の操作が可能と
なったことで、より多くの研究者が調査に参加でき
るようになった。水深 200 ｍ～ 1,000 ｍの深海では、
プランクトンが食物連鎖によって活発な鉛直移動を
行っており、海洋における炭素循環を研究する上で
重要な場所である。大型の支援船を必要とする従来
の調査では、地域・季節・昼夜で変動する生物群に
合わせた柔軟な運用ができなかった。新システムで
は、運用時間という点でも柔軟性が増した。
　今回のシステム開発は宇宙技術と海洋技術の連携
により成しえたものである。
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